
 

千葉県 PPP／PFI 地域プラットフォーム 

サウンディング案件概要書 
 

■記入票 

項目 記入欄 

１．団体名 千葉県 県土整備部 都市整備局 公園緑地課 

２．事業名 県立富津公園の再整備 

① 事業内容 民間活力を活用した都市公園の再整備 

②事業の種類 

※該当する番号に〇 

（複数可) 

１．新設       ２．建替え       ３．改修       ４．管理運営のみ 

５．公有地活用  ６．包括委託 

７．その他（                     ） 

② 施設等の用途 レクリエーション 

３．サウンディングの目的  

①検討ステージ 

※該当する番号に〇 

(１つのみ) 

１．事業発案 
※事業の市場性や有効性、実現可能性等、民間事業者から自由度の 

高い助言・提案を希望する段階 

２．事業化検討 
※事業化に向けたより有益な助言・提案事業者の参加意向や、事業者

がより参加しやすい公募条件を把握する段階 

３．事業者選定 
※要求水準書等の解釈等を確認し、 民間事業者への理解を深めると

ともに、提案の精度向上を図る段階 

４．その他（                          ） 

②目的 

※詳細は「８.対話内容」に記載 

民間事業者から自由度の高い助言・提案、事業発案に係る課題、公民の整備負担割

合、事業スケジュール 

４．事業対象地の概要  

① 所在地（交通情報含む） 千葉県富津市富津（ＪＲ青堀駅からバスで約１５分） 

②敷地面積 97.3ha（供用面積） 

② 土地利用上の制約 市街化調整区域、保安林指定区域、国定公園第 1 種・第 2 種特別地域、特別鳥獣保

護地区、海岸保全区域 

③ 所有者 県（一部に国有地及び市有地あり） 

④ 周辺施設等 1km 圏内に富津海岸潮干狩場、富津海水浴場、民宿 

⑥対象地周辺の一般的な

イメージ 

古くからの住宅地や潮干狩り場をはじめとした漁業関連施設がある。 

マリンスポーツやマラソンが活発。 

⑦その他 
（上記項目以外の情報、 

特徴、留意点等） 

園内や富津岬沖に明治期からの戦争遺構が残存している。 

JR 木更津駅西口発富津公園着のバスが平日 14 本、土日祝日 10 本の運行。 

年間利用者：87,170 人（令和 5 年度実績） 

周辺人口：40,528 人（男 20,696 人、女 19,832 人）（令和 6 年 9 月現在） 

公園入口に地元住民が営む土産屋や飲食店がある。 

５．対象施設の概要  

(１)建物 既存 整備後 

① 施設名称 別添、資料（ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾊﾟｯｹｰｼﾞ）のとお

り 

別添、資料（再整備計画（案））のとおり 

② 施設の延床面積 



 

③建物の構成 

（構造・階数） 

④主な施設の内容・ 

導入機能 

⑤運営状況 

（運営主体、事業手法等） 

運営主体：富津みどりの公園グループ 

（構成団体：一般社団法人千葉県まちづ

くり公社、大富興業株式会社、株式会社

サンアメニティ） 

事業手法等：指定管理者制度 

未定 

※ＰＦＩ、P-ＰＦＩ、指定管理者制度による

事業運営、事業手法を想定 

⑥その他 

（上記項目以外の情報、特徴、 

留意点等） 

園内に既得権益者の売店や飲食施設が

存在する。 

 

(２)インフラ系（上下水道・道路等） 既存 整備後 

①施設名称 別添、資料（ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾊﾟｯｹｰｼﾞ）のとお

り 

別添、資料（再整備計画（案））のとおり 

②規模・能力等 

③運営状況 

（運営主体、事業手法等） 

④その他 

（上記項目以外の情報、特徴、 

留意点等） 

  

６．事業環境  

① 人口、高齢化率 人口：40,528 人（令和 6 年９月時点）、高齢化率３９．８％（同左） 

② 対象地周辺の人口構成 ０～14 歳：７．８％  

15～64 歳：５２．４％  

65 歳以上：３９．８％  （令和６年 9 月時点） 

③ 周辺市民・関係機関の 

意見 
市内に観光客のための宿泊施設（ホテル）がない。 

 

７．事業関連  

① 現状及び課題 老朽化が進み、利用者が減少している。 

観光資源は多いが、公園のポテンシャルを活かせていない。 

保安林や自然公園等の法的規制が多い。 

②目的、考え方、基本方針 利用の活性化を図るためには、 レジャーの多様化が進んだ現代のニーズに沿う、

新たな集客施設等の導入をはじめとする再整備が必要となっている。 

都心から近い立地であることや、海に近接した特殊な形状をした公園であること 

を最大限に活かすことで、県民に親しまれ、県外からも誘客可能な魅力ある公園と 

なるよう整備等を進めていく。 

② 前提条件 ターゲット：地元住民、観光客 

子どもは広場で遊び、大人は飲食施設等でくつろげる空間の創出。 

利用者の滞留時間増加を目的とした施設。 

④ 事業スケジュール 

 

R6：事業化検討サウンディング、整備・管理の方針の策定、公募設置等指針の策定 

Ｒ７：第 1 期エリア公募、事業者の選定、公募設置等計画の認定、基本協定書の締結 

Ｒ８：建設契約、譲渡契約の締結、工事着手 



 

Ｒ９：第 1 期エリア公募施設開設 

R１０：第 2 期エリア事業化検討 

上記スケジュールは不確定 

８．対話内容 〇具体的な事業内容について 

１．地域住民が集まるような仕組みや観光資源（海（富津海岸潮干狩り場）、明治百

年記念展望塔など）を活用した事業があれば、ご提案いただきたい。 

２．屋外プール及び屋内プールの活用方法（一部を仮設プール施設にする、温浴施

設への改修など）について、ご意見をいただきたい。 

３．ランニング利用者が活用できる施設等の整備方法（ランニングステーションな

ど）についてご意見いただきたい。 

○事業手法について 

官民連携手法としてＰＦＩ、P-ＰＦＩ、都市公園法の設置・管理許可制度、指定管理

者制度による事業運営、事業手法を想定しているが、どの手法が適しているかご

提案いただきたい。また、設計・施工・運営を一体的に実施した場合と個別に実

施した場合の事業期間や全体事業費について、どのような違いが出そうかご意

見をいただきたい。 

９．対話を希望する業種 

※該当する番号に〇（複数可） 

※希望業種の事業者の参加を 

確約するものではありません。 

１．設計    ２．建設      ３．ビル管理    ４．金融 

５．保険      ６．不動産    ７．運営  

８．その他（           ） 

 


